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※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 
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 「ん？確かに聞こえたぞ」「何がよ？」「待て、待て．．．．ほら、やっぱり」「おー、ウグイ

スだじよ」「『ホーペチョ』って、あらぁ、まだ、練習中だな」「だから」「梅も咲いたし、

これからは春だな」「島でも鳴いてんだかし？」「おうよ、島のウグイスはもっと上手く鳴い

てるって」「おうよな」 
 
■みんなの声 

◇悲しいかな、三宅島の 
パンフレットがないのです 

 「おはよう！今朝は○○時に出て来た」

東京都内のあちこちの駅に集合して、私達

の一日が始まります。南大沢、武蔵村山、

東久留米、その他あちこちの避難住宅から

くるので、早い人は五時、六時の電車に乗

ってくるのです。伊豆・小笠原諸島農水産

物PR STAFFと背中に書いてあるグレイの

ジャンパーを着て、2人の人が旗を持ち、

20～30人で青ヶ島、八丈島、神津島、式根島、

新島、利島、大島、御蔵島、小笠原のパンフレッ

トと、島々の名産の塩、クサヤ、ガラスの置物、

せんべい、深海水やあしたばのアメ、フリージ

ア・椿・アシタバの石鹸などを添えて街行く人

達に大きな声で宣伝をするのです。 

 京浜島では、伊勢海老や金目鯛の味噌汁、

魚のすり身、トコロテンを試食していただ

いて、帰りには島々の特産物を買ってもら

います。武蔵村山団地にPRに行った時は、

近くに避難している三宅島の人達が逢いに

来て下さいました。 

 「伊豆諸島のパンフレットをもらって行って、

三宅島を思い出すんだ」とあるお年寄りが言

ったのですが、一番ほしいなつかしい三宅島

のパンフレットがないのです。私達もこれには、

さみしい複雑な気持ちになってしまいました。 

 でも、三宅島の人達が“げんき農場”で

作った、サツマ芋、里芋、アシタバ、赤カ

ブを配る時は、鼻高々でした。みんなで自

慢して、「こんなに大きな立派な作物を三宅
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被被災災市市民民ホホッットトラライインンののおお知知ららせせ  

被災市民専用無料電話法律相談 

電話（０３）３３５９－３５５２ 
土日祝日を除く毎日  午後４時から午後７時まで 

 

法律上の困り事や悩み事の相談を無料でお受けします 

また、司法書士報酬を免除することができるようになりました 

詳細は、お気軽にお電話ください 
 

全国青年司法書士協議会（全青司）事務局 

〒160-0004 東京都新宿区四谷１－２ 伊藤ビル 7 階 

電話（03）3359‐3513 FAX（03）3359‐3527 
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島の人達は協力して作っているのです。おい

しいから食べてください」と大きな声でさけ

びます。皆さま、心ある人達は三宅島のた

めにと募金をしてくださいます。「元気で

帰れる日まで、がんばってネ」という言葉は本

当に身にしみてうれしいです。 

 この仕事は、東京都、三宅村役場、三宅

島観光協会事務局の方々にお世話になり、

9月頃より始めました。2月いっぱいで終

わりです。三宅の人に逢える、街行く見知ら

ぬ方々の「早く帰れるといいのにネ、それまで

がんばって下さい」の言葉にささえられなが

ら、がんばり通すことができました。皆々様、

ありがとうございました。 

（目黒区  山本 喜美代） 

 

■あじさいの里いきいき健康教室より 

◇合 同 作 品 “はり絵 ”始 めました 

 2月より健康教室は、合同作品“はり

絵”を始めました。この作品は、皆さんの協

力により、次回のふれあい集会に展示したい

と考えています。下絵は、荏原昭子さんの描

いた三宅島の風景の中から、15作品を選

ばせていただきました。 

 三宅島の方なら誰でもわかり、親しみの

あるものです。4月のふれあい集会は、みる

参加から、自分たちが作り出す参加へと心合

わせ、当日にむけてがんばりましょう。 

（あじさいの里 宮下 雪子） 

 

■東京センターより  

◇記録集作成へ写真提供への 
引き続きご協力お願い 

 63号でお知らせいたしましたとおり、

三宅島支援東京センターでは、現在、日頃

なかなか会えない島民同士の近況報告の一

助になるようにと、記録集をつくってビデ

オにし、皆様にお配りしようと準備を進め

ています。 

先日のお知らせに応えて、あきる野市や

八王子市に避難の方々から、早速写真をご

提供いただける連絡をいただいております。 

お忙しいとは存じますが、この1年間、避

難生活の中で作った思い出の写真などを、ぜ

ひ、当センターにお貸しいただき、『三宅島島

民 一年間の記録(仮称)』作成にご協力いただ

きますようお願いいたします。 

 

 

ご提供いただきたい写真： 
各島民会での催し物(お茶会やおもちつきな
ど)、島民の自主活動(手芸教室やお散歩
会、近所のお掃除、旅行など)の様子など 

お問合せ： 
三宅島災害･東京ボランティア支援センター 

TEL：03-3260-7573 
締め切り：２月中(延長して募集します) 

 

☆「特別養護老人ホームあじさいの里」のいきいき健康教室☆ 
今週は八丈島まで、いきいき健康教室は出張します。みんなで元気になりましょう！ 

２月のテーマ：『コレステロールについて』 
 

日  程 時  間 場  所 担 当 

2月10日(日) 14:00～15:30 港区港南三丁目ｱﾊﾟｰﾄ集会所 福本・大久保 

2月11日(月) 10:00～12:00 八丈町大賀郷公民館 福本・青山 

2月12日(火) 14:00～15:30 足立区竹ノ塚保健総合センター 宮下・大久保 

2月14日(木) 14:00～15:30 稲城市向陽台団地集会所 福本・大久保 

2月15日(金) 14:00～15:30 品川区八潮地域センター 福本・大久保 
 
 

お問合せ先：あじさいの里 TEL：03-3459-8388 

☆日時や場所は変更することがありますので、事前に電話でご確認の上お出かけください☆ 


